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夏季における多毛類の寄生状況

及びその駆除方法について

三枝史明※・大西侯彦・長谷川!進

(御ァ!て木真珠研究室)

近年、多毛類の '~r生が原l2Slで紫死するアコヤガイが全国的に増加しており、

、重大な問題として関心がもたれるようになってきました。

多毛類の'式f生を受けたアコヤガイの貝殻内TIli(土思変していたり、み、 Lずばれ

状の降起がみられたりするので肉眼でも存易に判別することがi:U米ます。これ

らの貝殻内面の異常は多毛類の侵入に対して、アコヤガイが防禦または補修の

ために分泌する貝佼質によるものであります。

木村¥)はこの多毛類の冬手における寄生状況を制去し、その

主'J.に従って非討にl山iくなること、施術貝においては急激に憎加すること、また

多毛知の寄生が成長にも著しい;iitl影符在与えていることなどを報告してます。

太[[12.3)はその侵入段式、侵入部fII.などについて述べ、その駆除方法として飽

和食温水の使用を提案してます。

これらの研究をもとにして区三ヂにおける'奇

のを)13いて 行ない、その効果について検討しまし

TこO

~I:: 文に人るにう'[: i'J:ち、本実阪を行なうに当ってな助言を賜わりました、

問、丹究所水不三郎氏授に続本東彦氏に深謝のなを去します。

I 夏季における多毛類の寄生状況

調子fl土日目手1138年 8}J T七jに、御オミオヰ烹j来多徳子;二子i点j坊において行ないました。

用いた材料は、当養地喝のA・B.C及びD漁、鳴においてまも瀬中の母

貝並びにその貝Jj;除の際の死貝で、それら宅をピ年令別.童泣別.(む漁?魚吉E、1埼;

し、病:~E程度・病巣数・多毛類棲足、王手について調べました。

病症の区分け、木村1)の様式に従いました。

※ 現:['E帯主京水産大学増殖学科
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病症

(1)正常

(2) 軽

(3) 中程度

貝殻内閣に異常が全く認められない健康な貝。

現在寄生しているが寄生していても軽少なもの。

寄生虫による異常が貝殻内面の%以下程度のもの。

(4) 重 症-貝殻内面の%以とに異常の認められるものO

※ 病症が重版するものでは重い方で取扱かいました。

※ 以上の各病症を吏に進行症と既往症とに分けました。

進行症 :多毛類の寄生部伎が;有機質または稜柱摺で'1<長われた程度で、黒色

または黄褐色を呈しているものO

既往症 :有機質や校本t惜の」こに哀珠層が分泌されて、育紫色或いは正常な

冥珠光沢を呈しているもの。

1.年令別・重量別寄生状況

Ai魚、j坊にて養殖中の 2-4年生のほ貝を年令別及び重量別に底分して多毛類

寄生三容を調査した結果は第 1表に示した通りです。

第 1表年令・主主意:汚Ijの寄生状況

10 5 2 。。 7 

12 3 2 。。95 . 5 

15 9 4 1.7 0.3 。94 6 

45 28 15 10 1 。
回89( 

12 

50 22 17 9 。2 。 11 
41 27 16 ? 1 5 3 84 16 

45 26 16 8. '] O. 7 2.6 l 87 13 

13 26 26 14 9 10 65 35 

年令別に寄生率をみますと、若年貝には低く、養殖年数の増加に従い寄生率

も高くなってます。 の調査における寄生虫貝のうち軽症のものは実際の作
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業では挿核に使用出来るもので、挿核不適当として除去するのは中程度と重症

の寄生虫貝でありますが、その率は 2年貝で 6%、3年貝で13%、4年貝では

35%となっています。

次lこ同年令貝を重量のとから大小に分けた寄生率をみますと、今回の調査で

は貝の大きさと寄生率には特別な関係は認められまぜんでした。しかし、これ

らの母貝について継続して観察したところ、秋に向うにつれて成長の恐いれま

うず貝」的なものが多くなり、それらの大部分が霊位寄生虫貝であったことか

ら、多毛類の寄生が成長に影響を及ぼすのは立以後ではないかと三号えます。

2. 義魚場別'奇512すよiX

3 年生・ 309 貝 (120掛)について安維~ì如、場別に沼f:':l".状況を調'ft した結果v-J:

2表の通りであります。

第2表養殖漁場別の寄生状況 (3年生ffil.30g) 

同全三令・同重量のほ貝でも義組漁:L)oによって笥'生本に相当の追いがみられま

す。 A ・ 8 ・ in言、 J;号では14%程度ですが C ・ Dì索、 1唱では2~2. 5倍の寄生〉予がみら

れ、このことから多毛類の寄生が安姉漁場の環境と常楼に関{系していると考え

られます。木村1)は浦の入口と奥とでは、奥の方ほど計生E容が高く、またその

漁場の夜捕状況とも関係があり、千好子直!亙の高いi旬、ji;ほど寄生率もi白iいとii13ベて

ます。その原因としては、滞j通しの良思、密捕による多毛類t?l忠、適地の増大な

どが考えられます。今回の調査でも同椛の結果を得ており、'lE'殖の緩和は寄生

虫対策としても必安なわけであります。

水二本4)(土多毛類の生態学的なllUから111-げピし、その被害対策として校指の問題

をとりあげてきます。

:5.死貝における寄生状況

前述の調査に用いたほ貝の貝掃除の際の死貝について寄生率を調べ第3表に

方ぐしましずこo
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f~~ 3表 只掃除Il寺の死貝における寄生状況

:YC貝における市主Lo，{;、のそれと j七'1¥立しますと、 rlr程度イ重ii{の不は各漁

J~~ とも大体[百]程度で、今日のかÐ rfの花園内(iJ日回の民対除は 6月に行なってい

ますので時則としては 6~8 月ということになります。)では多色類の'苛生が

直接に児死の悶となっているのは少ないと考えることが:H:，iとまず。しかし、

前述しましたように、多毛類の可!-:L:.が反弱とか成長十子jト.という生恕害とし

してくるのは秋になってからで、あり、それが更に奨死として表われるの

はその後になってからでありますから、 6~8 月において、寄生虫民の搭死が

他の健康民と変らないのは~;r然であると忠います。そして寄::E虫只の柴タビが最

も多く表われるのは、秋のii走後の民Jm除頃、或いは越年後策 l回目のH仏j除の

頃ではないかと思います。イ11し、これは誌通に弘、殖している吻合についてだけ

いえるもので、夏芋「こ〉ヰIf(，;1や誌の出現した合、挿校を行なったj号合には、

この影智はもっとfRく表われてくると思います。

4. 自桜貝における 'i~j'~十二千:

以上は養殖母貝について調査したものですが、 A漁場間近(底質は小T:j iJ:~り

の岩地)に日後しているアコヤガイについて調査した結果は第4去の通りで

す。

第 4'3受 地貝における寄生状況 (A漁場附近に白棲)

l調査正常 L苧一主 ι ザ|中空間
… ー|ー… 四正直立[盟主LI主丘団主主 1選立藍重一提

|貝 %1 %1 %1 %! %1 %1 0色 %1 刊

3年貝 1 82118闘 31 40. 2 1 25. 6 1 11. 0 1 3. 7 1 0 I 1. 2 1 84. 1 1 15. 9 [ 

老年貝! 45 I 4. 4 133. 4 I 44. 4 111. 2 I 2.2 1 4. 4 I 0 1 82. 2 117. 8 I 
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ほ貝と上1:;，1浸して、ミ虫貝の不は非常に尚く、なかでも カミ li ケコ

て多くなっています。これは楼忠、山崎の

ないかと思います。

ということが原山しているのでは

5. !IJ;l栄中の多

在日位をi哀して調べてみますと、進行;1((.既ti'cf(rのい子れにも、多三)、の

j五日、しているものと、空洞になっているものとがみられます。チキ府涼における

多毛江!被息不を t~HDべたところ第 5 去のようなが:果を向ま uニ。

宗寺5表病巣中の多毛矧忌三戸

病慌の重くなるほど1ι日、本は低くなっており、既往と)並行とでは進行慌が既

往慌の約 2fUの息子手を示してます。

病巣中の多 E類、は大関の;場合、 1病巣に 1個体で、 2 体以とみられたのは

ごくわずかで、した。

6. まとめ

以との調査結果からも分るように、多モ類の，宵南:生;fドqは工j非ド判J?常;

当なものが 3年年./公」主:貝で約2却0%にもなり iまEす。

今回の調査結果を木村1)のと比較しますと一日似ドより中程度一i霊山のものが

増加してます。すなわち、一昨年の場合より多ごE類の〆被宮が単にE将加している

だけでなく、思化しているといえます。

次に木村1)の調査した11~12月と今回の 8 月の調査における既往症と進行住

の割合についてみますと、 8月の方が進行拡が多くなっており、このことから

多毛類の侵入活動の主主期は夏に近いと考えられます。この点については水不4)

の生態学的な面からの研究結果と一致しております。
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E 多毛類の駆除試験

前述してきましたように多毛類の被害は相当に大きく、その駆除対策の確立

の必姿がおります。今回はその基礎的な試験としていろいろの濃度の食塩水に

没漬時間を変えて貝を没し、貝殻内に棲息する多毛類の奨を調べてみまし
ャ

ド」。

昭和38年 9月上匂におこないました。 中の水温は 25~270 Cであ

ります。

試験材料は挿核作業時に寄生虫民として処分した中程度・重症のもので処分

した日から40 日以上経過したものを用いました。(貝の大きさは40~45 i!でハ

サキの打点ったものをが:いました。)

食塩水の濃度は海水 1.eに対して食i品を 50g・1009・200g .300 g i容かし

た4段階で、それぞれの濃度に対して 10分・ 30分・ 60分・ 120分の浸j宣言どおこ

ないま Lた。 Ci毎7.K1.eに対して食塩を 300i! 溶かしたものはほぼ飽和に達し

ていると考えてよい。)

各濃度のはくに所定時間没漬した後、海水に反して 2 し、会塩水

と i/~水中で脱出した多毛類の数を調べ、また貝殻内に残存する多毛類の数と生

死について調べました。

尚、材料は食塩水に没潰する よく洗い、表面に附若している多毛

類が混入しないよう

その試験結果は第 6去に示した通りです。

(1) i(ミ度・浸i員時間と脱出多毛類数 :今日の試験では食塩水くともに脱

出した多毛釘!の'kizが非常に少なく との問に特別な関係(土認

められませんでしf九ただ、濃度の{広いものでは海水中で脱出した多毛類

は繋死するものが少ないようです。

(21 食塩水没i責による多毛類の繋死率 :貝設中に生息する多毛類の艶死率は

食潟水の濃度および十三漬時間と比例しており、 i民度を I"":jめること、或いは

長くすることによって難死率は高くなります。

艶死率が50%以上になるのは、今回の試験では100i! /1.e 浪度では2lt守問、

200 g /1.e濃度では30分、飽和食塩水では 30分の没漬となっています。そ

して、飽和食塩水に 2時間浸演することにより 100%の箆死率が得られま
νJ斗ー

ラ。

(3) 母貝の軽死 :各法度の食塩水に所定IJ手間没潰した後普通の状態で 3日間

しぼ貝の奨死数を調査したところ飽和食取水に 1時間j封負したもので

- 6一



3貝/10貝、 2時間没潰したもので 2貝/10貝の紫死が見られたほかは全く

舞死員はありませんでした。しかし、少数を処裂したよ号合と多量に処理し

た場合とでは取扱い、員の状態などで探死率は相当に違ってくると考えら

れるので、一度に 300貝を用いて処王虫してみたところ 2日後に119合の搾死

242がみられましたρ (飽和食潟水に30分間没潰する)

海水 U?に対し

食塩を509溶か

し7こもの

海水 1gに対し

食立証を 1009i容

かした液 I 120 

海水 1I!に対し

食:複を 200.e溶

かした液

海水 1Rに11し

食塩を 3009溶

かした液(ほ y

飽和)

第 6表多毛類駆除試験結果

初

回

四

一

日

泊

印

o
o
-
-
…

2

1

0

 

60 I 
oo j ; 2oj ; 

71.4 

120 81. 8 

ililil 126; 1 
40.0 

14 

1 

120 

※印は脱出後生きていたものである。{旦し夢若手E率の算出に際しては鍔死個体として煎扱

った。

試験期間中の水温は25-270Cである。

使用貝数は 1群20貝計320只である。

(4) まとめ

以上の試験結果からみて食塩水による多毛類の駆除は有効な方法であると

考えます。その駆除効果を上げるには食潟水の濃度を高め(飽和食塩水が最

も効果的)、時間を民くすればよいわけでありますが、実作業に導入するに当
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つては他の作業(ねに貝招|徐)との関連もあり、また母貝の生理という点で

も余り長時間になることは避けねばなりませんO この点については今回の試

験結果では、飽和に30分以内の漬演をするのが適当なのではないかと

思います。

前述してきましたように多毛類宅ピ駆除するという点では一応目的は達せら

れるわけでーありますが、まだまだほ貝の奨死率が高く、かなりの危険が('1とな

います。

今後の研究課題としては母民の抵抗力を時期的に調べ、また多毛類のJ最も

z0t、時j引を調べ適切な実施時間を;fl究することにあると思います。

また、ほ貝の場合にはその後の成長への影響を、作業員の場合には莫珠に

も考える必要があります。

文 献

1) 木村三郎 1961 6 

2) ;:、、A 、 日1 1960 5 (5) 

3) 1962 6 (3) 

4) 水本三郎j 1963 44号・
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内湾冬期水温に見られる周期性と

1963年冷水温による養殖真珠の被害

佐 )}泰 忠、 勇

(的矢湾養麟研究所)

①はしがき

1963年 1 月一 2 月の冬期寒波の連続契米は太平洋西部沿岸、九州、!国北X~j宇品

しょ、日ノイζib}西部沿岸及び瀬戸肉の冥珠ij昔、場に異常低水視を出現させ、

中の真珠貝に大被害を与え業者を戦傑させたのである。

('t採出・挿核・珠の{l:J二冬期jJ1世寒の-1， !J;'[の潟、持があり、漁喝の

し得る漁鳴と宇筒?に従い適地をjZび移動する

りたるj魚、場はさ予期養殖漁場の一部で瀬戸内海の漁場殖形態とがある。

け、 J~ミの二漁場で冬期l土紀十H及び佐多 1!lf]1以南に避寒することになっているが、

近年暖冬続きで、業者は翼珠貝の越冬可能を見越しぼ貝

けた。

筆者は1930年以降的欠況にて':'iilJ:水制測を行って来た戦争中は欠注目したるも

1947年再開今日に至り、 1947年以降冬期水漏の !?jl降には 5-6年の間期で高低

の波が;沼、められ1963年は冷水湿のけ1現JijJに当っているので被害を受けた、以下

報告する。

※ 観測点f土El(j失出水道部1']'1矢宇藤谷地光、 7J<'1宋10ηL、ZZ:妹かき筏p[J;Ii毎日 9

1011寺、水深01九、 0.5汎、 1m、2m、57凡、 8m、外に年 4-5日i窓口より

湾奥にかけ観測念行って来た。定時観測資料は観測時を一定せしめたため

潮汐のづれは~\よれず、 Jたに資料の整型は 1 ヶ月を上下半期に区分すれば潮

汐の一周期に一致するにより平均値は月半期jをnn、ずこ。

① 内湾に於ける冬期低水温の出現状態

内j乏に於ける冬期の海況は塩分変化は陸水の冬枯れ時期であり特に的欠湾の

;場合は;;"}IJが東向なるにより f季節風により吹きIHされ年間で最単調な時期であ

り、これに反し水泡については、その年の気象条件により著るしく異る。
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的矢湾の冬期水温を、水温的線から見れば大体3つの傾向が見られるO 民IJち

最低温が初期に現われる年、ヰt間に、終りに現われ年の 3つの型があり、又曲

線のスムースに経過する年ヂクずクの年、年により一様ではない。

累年(1947-63)冬期名月水温平均値(的矢定点5m)'習)T.1 

累年冬期各月半期別の平均 (47-63

4ド)をT.1F.1で見ると12月より 1月

上期の間は年間で水温急降下の 1時期

で冬の進むに従いと下層聞の温度差は

縮まり、これは冬の進行j唱を示すもの

で、 1月下期に至れば降行速度は緩と

なり横ばい状で、 2月に入る。 2月末

迄は低温が続き 3月に至りと11'ーに移

る。

F.l I杓矢湾冬期の湾内外~年平均

1963年水混及び気温

i湾内定点(B4)5m 47-63年
海外志、島 Om 56-63年

&
F
 

官

、‘

ー、、、、、

・、

しかし寒さの運れる年は稀に 3月上

;1切に最抵水誌が現われる (57年)

がある。

平均最低水温出現期を経年観測で検

討すると、 1月半期平均 (T.2)では 1

月下期が17年間に 5問、 2月と期 41沼

下期が 8回、 3月と期 1阻で、低水温

の出現期は 1月下期より 3月上期の間

に現われ、 2月下期の出現が圧倒的に

多いことになる。この点累年平均値と

一致し気温の平均とは 2月半期，].IIJち 1

ヶ月おくれ、現われている。

これを 2月半期 (1ヶ月)の平均T.3で見ると最低水温は 1月下一2月ヒ期

7回、 2月上 2月下期 4目、 2月下一3月上期 6回、連続 1ヶ月の低水温の

出現時期は 1月下期より 2H上期の聞と 2月下期より 3月上期に多いことに

なる。

こと

.-.湾外ノk温累年平均

恥一‘念 上 1003
0-----0・的矢湾)10温車年平均

・一一・全 上 1003
。ー占的矢気温累年平均
口一一-0 .:;~ 上 1%3 

品

円

U



T.2 経年最低1月半期平均水温出現期と示度(的矢5れ)

年次 47 48 49 50 51 52 53 54 55 

2 2 2 2 2 2 2 1 
時期

下 「 ーに 「 ーと 上 下 下 下

示度 9.63 lO.O lO.8 10.25 8.96 8. 76 9.35 11.69 11.21 

年次 56 57 58 59 60 61 62 63 

2 3 2 l 1 2 2 
時期

下 上 下 下 下 下 下 上

示度 9.31 8.40 10.25 lO.5 11.7 11. 36 10.9 8.61 

T.3 経年最低2月半期平均水温出現期と示度(的矢 5m)

年 次 47 48 49 50 51 52 53 54 55 

時 期
2 下 2 下 1 下 2 下 2 上 2 上 l 下 2 上 l下

3 上 3 ーと 2 上 3 上 2 下 2 下 2 上 2 下 2 上

示度 9.69 10.23 10.63 10. 72 9.00 8.84 9.60 11.74 11.51 

年 次 56 57 出 59 印 61 62 63 

2 下 2 下 2 下 1 下 l 下 2 上 1 下 l 下
時期

3 上 3 上 i3 上 2 上 2 上 2 下 2 上 2 上

示度 9.52 11.60 12. 10 1152)1135 8.86 

この 2つの経年曲線はT.4F. で見るとよく平行し温度差もO.1-0.4
0Cに過

ぎない。又これを冬の低水温の出現期である 1月下-3月上期に至る 2ヶ月間

の平均値 (T.4)の経年曲線と比すればこれまたよく一致し平行線を現わして

いる。しかし高温低温年次の温度差は著るしく開いているので、この年の水iEL

状況を表現するには最低出現期 1月半期、又は 2月半期の平均値をとればその

年の特徴をつかむことができる。以下本報告に述べる温度は 1月半期を用いる

ことl亡した。

① 内湾に於ける冬期低水温の出現過程

的失j湾に於ける冬期低水温の出現は既に述べたように年により遅速高低があ

り、そのアウトライシはT.1に示すように12月より 1月上期の聞に急、傾斜で水
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温降下が続けられ、この時期にその冬の海況は状勢は決定される 1月下期に入

り、気温の降下が続き寒波の襲来を受ければ強烈なる寒風を海面に受ければ、

表面水け、急速に熱を奪わるのみならず、 2次的には風により海水蒸発し、塩分

は高まり、表耐水は高j主低温となり(的クミ湾にては冬期表面71<.は、 cl19以上、

中層水より l当塩となることしばしばあり)その結果、内湾内水上下層間の対流

は配慮となり、7l<.i量i母ドが促進される。

F. 2 1963. 2. 11. 的矢湾の水温分布 (5ηι)

F. 3 1963. 2. 11. 的矢湾水温分布
湾口より湾奥にIi:s.る街頭図

F. 4 1963. 2. 11. 的矢潟 CJ分布
湾口より j湾奥に至る断福留i

防174L1「F1;:

{也記、湾外水は高温なると強烈なる偏西風により湾内浸入国難となり湾外水

との温度廷が益々増大し、湾口・水道・技浦等の狭随部には 1-20Cの低水温

の垂直壁 Fが形成され湾外水との交流は勿論、寒冷年には湾内水と幾つかの
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独立水塊となり、内 jなの独が発達し、 i~g内水温は jJ7タト水 ;jid に関係なく降下

する。

しかし形成さわした水温壁も、その後気誌の上昇、宇部!瓜の減述、降雨による

陸水の流出等の気候変化を交ければ、その程度により一部乃至大部分消失し、

水温の上幻ーが現われる。

故に内湾冬期一!の水温は 1月以降条件ーに支配されることが甚しいによって、

入深い入江、特に湾入深く氷深の浅い内活け、水量に比し、大気に接する冷却J商

問が大なる!とより、水温壁の控達著るしいことなり、冷水j!日{が現われる。

① 湾外水温との関係

的矢内外については湾口、大王[IJ~f との中間、;む ji占の鋼大敗網j魚崎のfCl 々

観測を検討することにした。この水域は冬のはじめに水勾く 3!lに低い。中

南j邦jは伊勢湾水の影響により 10-15[=1閉で変化が現われ多くの年では 3月!こ最

低水温が現われ、的矢湾とは全く呉る水温曲線を示している。これはこのヒ況に

至り、冬期冷却された伊勢湾水1J'山奥限水の流入により湾外に押し山さ

果と二考へられる。

T， 5 的矢湾外75烏鰍ァミ敷網漁場の冬期各照平均水温

5 6 14.7 14.9 13. 3 

5 7 14.1 12. 9 12. 5 

5 8 14.6 13.3 11.5 

5 9 15，2 15.8 15.9 

6 0 18.5 15.5 16.9 

6 1 16.9 16.2 15.6 

6 2 16.9 15，6 16.2 

6 3 17.1 13.8 12.6 

平 法] 16.0 14.7 14.3 

Lかし 1月の温度傾斜は、 F.lに見らるように急傾斜で下降し湾内水温の{頃

向とよく一致している。而して湾外 1月の水温には高誌の年と低誌の年とがあ

る。即ち60-63年はi高温年で160 C以 i二56--58年は低温年で150 C以下である。

この和;廷は暖流の勢力によるものか、伊勢湾よりの市岸7}:'の勢力によるかと考

へられる。高温年は63年を除けば湾11'11]¥温け、高く 100 C以ヒ、低[お年は10リ CL与、

η〈
J
V



下である。

湾内水誌に支配さるるのは当然のことで、湾外水温の影響t;J:1半月おくれて

湾内水温にひ三く、 t!¥]ち1月上期の湾外水温と 1月下期の水温とのFJiには63年

を除けばF.5に見られるように相関があるようである。又 1月j二期の湾外

と湾内最低水温の間にF.6に示すように相関があるようである。

古文に冬期初冬の湾内水温は湾タト水泊に支配され、その後はその年の気象条1'1ニに

支配される。

F. 5 I海外l月上期平均水混と潟
内1月下期平均水混との関係

18 

17 

湾 16
外

水 15
溌

14 

13 

12 

. . . 

. . 

8 9 10 11 12 
湾内水温

① 内湾*i阜の周期性

F. 6 

18 

湾

外 16
水

141 

13 
8 

j簿外1月上期平均水温と湾
内最低平均7id鼠との関係

. 
• • 

• 
• • 
• 

9 10 11 12 
ì~ 内水温

1947年以降の的矢湾冬期低水温 (5m)の経過をT.2・T.3について見ると最

低 1月半期 (15日)、 2月半期 (1ヶ月)、 4月半期 (2ヶ月)は何れも平行し 1連

の波となって昇降を見せている。t!1lち最低 1月半期では 49-50年は 10.2-

10.40 C、54-55年は11.2一一11.70 C、60-61年は11.4-11.rC 高温のLLI、47年

は8.40C、51-52年け、8.8-8.90C、56-57年は8.4← 9.30C、63年は8.60Cの

低温の谷である。この現象は夏の水温にも現われている。即ち2πL層の8月平均

水温は49年は27.50C、54-55年は 27.5-27.70 C、60--61年は 27.3-27. 50 C 
と270 C以上の山が現われ、中間の年に谷が現われ、各高j誌の年の夏には直JiEi

が現われ冬期と同様に5-6年周期を以て夏の高水誌が現われている。
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F '} 的矢湾1947-63経年低水温(的矢定点B4、5m)

ぷ向勾 49mg51幻自白弱 57沼田印 6162匂
温日
131-

12 

11 

10 

9 

8 

均
均

平
平

期
半

半
期

月
月

早
刻
、
inuτ

i
低
低

最
最
最一↓…7 

この現象は的欠i.~のみならず、地担的条件を兵にしている、英虞湾のi蹴測に

も現われている。観測資料は湾口に近き浜烏沿岸表面;J(三重試観測と湾中央

部の多徳真誌!と漁 t~ 中!習 27九、術11ミオミ観測所より T. 6 T. 7表を伴った。

この湾は的矢と呉り湾口は回向であるので千イポ嵐を真受けに受けるにより

外7JOまくiiLれ入り、しかも湾外は目安流を直接交くるによって水誌は的矢湾

に比し高い。(最低水温11:¥現期('1浜島のJ{;j合('1表面水なるにより、的矢に比し

平く多徳は 2r凡なるにより的欠と同 H寺 t~jに現われている)しかし、この二ケ所

の経年水温曲線は的矢と全く同じく 5-6年の周期を以て昇降が現われてい

る。

肢に時間j現象は北地方の内湾共通に現われているものと考へられる。

T. 6 1947-63経年英虞湾浜『烏沿岸に於ける01凡冬期最低平均水温

及冬期j4半期工ド均 三重水試綴il¥IJより

F
h
u
 



T. 7 1958-6?経年英虞湾多徳冬期最低平均

及冬期 4半期平均御木本観測より

周期性の成因

については、的

矢湾の冬期水j簡

が~g1タトの 1 月上

期水温に支配さ

るi年が多いこ

とより、すれば

主原因はタト許証の

海洋条1'[この年による変動によるものと考へられる。しかしいf湾水温の気象条件

より受ける影響1も少くないので、如何なる過程をたどり周期を現わすに至るか

については、今後の研究課題とし法には単に河期の出現に筒める。

T. 8英虞j乏浜島沿岸Om、1947-63年多徳異珠漁場2m，、58-63年経年水ihll

年次 4748羽田 5152 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 

。C

;>J<_ 14 

温 13

12 

11 

10 

9 

@ 1953年冷水温の出現経過

iJI，烏最低水iBU月

ーゆっ:上1L¥:71くìB~ 4 Jj 
宅Tfまi三[怠ノk?'E~ 1月一、(社1]

63年 1-2月に出現した異常冷水制の経過はT.9に示すように累年平均値!こ

比L如何にこの冬の気温T.IOが水温の冷却に働いたかが表に現われている。

日[Jち12月と期より 1月ヒ期間の 5rn惜の平均は14.3
0

C12.8
0
C 11. rc 

と累年平均との間には殆ど芙が認められない。しかるに 1月下期より急激な冷
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却が現われF.lT.9に示すように9.10C8.60Cと連続して、水温降下し 2月下

期より上昇に向ったが 2月下期9.40C 3月上期9.90Cの低温で平年の真冬の最

低水温である。

T. 9 1963年冬期各半月半期平均水温と累年平均(的矢5れ)

T. 10 1963年冬期の半期平均気温と累年平均(的矢)

この現象は湾内のみならず湾外水協にとT.5F.lに見られるように 1月より

2月上期間に異常なる水損降下が現われている。異常寒波の連続が沿岸一帯を

冷却せしめたものと認められる。気温に於てもT.10F.1に示すように寒波の影

響がよく現われている。

故に湾内低水温壁の異常発達により 57年以来の低水漏が現わる Lに去ったも

のである。

⑦ 低水温出現による養殖真珠員の被害

1963年 1-2月のような異常寒波の発達した冬は、内湾i勾にj魚、場をもっ真珠

養殖に対しては大なる脅威とされているものである。紀伊半島のような湾口が

直接外洋に接L、南面の冬期避寒漁場に!於ても例年水温 (150-160C)より

2-30C低下したと業者は語っている。九州北西沿岸より日本海西部沿岸、豊

後水道東!字(7.近年稀なる降雪に見舞われた結果、融雪水による水滴低下も加わ

りは--80C)被害を大ならしめたと考へられる。
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被害を受けた範聞は、 P立は長崎県五島玉の浦より佐世湾・北松沿岸・佐賀県

伊万旦1・メIj屋湾・福岡県大入.EP崎・LlI口県池津・ frlil崎・荻・須佐・京都久美

浜・福井県小浜・:lt他TF後水道では宇和島湾・宿毛湾・瀬戸内海一体の広範囲

に及んでいる。

此の内最も被害の大なるは佐賀・I1JI]・福井の県下漁場で、これ等の漁場は

湾口が北又西に開き季節風を湾口に莫受けに受ける結果、融雪水が長時日滞留

した結果、 7]¥i量が異常に冷却 (6-70C)されたものと考へられる。

アコヤ貝の水柿に対する致死ji品!支は、三重県立大学安達六郎が的矢に於ける

I呼吸の研究(未発表)によれば8
0
Cで呉、状が起り 6

0
Cで停止す。又筆者の隠岐

西郷湾や真珠漁喝の観測では、最近 (61-62年)の最低水温は 110 C台なるに

本年は 9
0
C台に低下し 8

0
C合の出現が数日あり 5%の艶死が現われた。こと

に8
0

Cが連続出現の場合は楽死が起るものと考へられる。故に本年各地に出現

した養殖真珠貝の艶死は異常寒波と豪雪による水温低下の結果と考へられる。

尚本研究にあたり三重水試及移fJ木本冥珠会社の観測資料を借用させて頂いた

ことを感謝す。

① 要約

以上的欠湾に於ける1947-63itょに至る経年観測資料を基礎とし、湾外、英虞

湾冬期観測資料により冬期水温の出現状態を要約すれば次の如くなる。

1.冬期低水温のH:¥現には5-6年の周期性が見られ、 1963年は低水読の出現期

にあたっている。

2. 内湾の冬期低水温の出現は寒波が連続出現すれば、湾内水は低水温壁の形

成発達により湾外水との交流が遮断され、一時的に独立水塊を形成し、湾

外水温に関係なく水混降下が促進される。故にj考人深き内湾は外Yfs:に比し

7ki鼠低下が著るしい。

3.冬期低水温出現期は年により異るも 1月下期より 3月上期の間に現われ、

最低平均水混の出現期は 2月下半期に現われる年が圧倒的に多く、稀に 3

月に現われることもある。

4. 湾内水温の冷却度は 1月上期の湾外水混と 1月下半期以降の気象条件に支

配される。

5. 1963年冬期水測は初冬 1月上期湾外高水読の影響を受けて湾内水温高く 1

月下半期以降寒波により急降ドを見せ、 57年以降の低水温が現われた。し

かし未曽有の寒波にか Lわらず、水温低下が52年57年程度に留ったことは

冬期初期のスタートの湾外水の高温の影響によったものであろう。

6. 1963年1-2月水祖低下による養殖冥珠貝の被害を受けたる漁場は、九州よ

り西部日本海治岸の北西受けの漁場で、異常寒波に伴う降雪による融雪水

の滞留が漁場水温を8
0

C以下に低下せしめた結果であろう。
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ピースの扱 い方

町 井

(国立真珠研究所)

昭

ピースについては本誌その他1.2.4.5 6)で再三のべられているが、作業上必要

と思われる諸点について幣尽してみよう。まずピースというものはどんな構造

をLていて、それらの構成要素がどんな働きをしているか考えてみよう。

ピースは毎さいほ一、 (細胞)とも i呼ばれているが、突は非常に多くの細胞

一生物学でいう和l胞 の集まりである。しかもこれらのお11胞は、ただ無意味に

集まったものでなく、一定の性質をもった細胞が集まって、筋肉組織・結合組

織・上皮・神経等の組織を形成し、この組織がたくみに組み合わされて外とう

膜ができている。言いかえると、外とう l院から切り取ったピースには、筋肉組

織・結合組織・ J:皮組織、その他が含まれている。このうちピース作製または

予術にあたって最も大きくとりあげられてよいものは、外とう膜表面をおおっ

ている上皮組織といわれる組織で、その中でも通常、おもて、と呼ばれる貝殻

に而した側の上皮でd:>る。このおもての部分は貝の体の一部として存在してい

るときは、軟体部の外面を全部おおうと同時に貝殻を形成する。そしてこのお

もての部分を含んだ外とう膜がピースとして切り取られ、母民の生殖月五l中にそ

う入されると、これが一定の経過を経て冥珠袋にかわる。できとがった真珠袋

から十土、最初J多くのよ野合、有機質を分泌するもので、これが虞珠に小さなしみ

として残る。それから時日がたつと、絞ね真珠)替を形成するに至る。これ

は典型的な経過で、あるとされているが、この過程中、哀珠袋周辺の条件1がどう

であるかによっても たとえば母体の生理状態や環境条件 真珠袋はある和度

の影響を受ける。

作業 k避け得ない運命は移植による影響である。移植によって、ピース J二皮は

外とう膜上皮から真珠袋の上皮にかわるのであり、この場合、形態が変化する

とともにそれに従って分泌機能の変化もおこっていることがうなづける。ま

た、貝殻がこわれたとき、外部寄生虫に寄生されたとき等には、それらの部分

に接している外とう膜貝殻国(おもて) と皮は、まず有機質を分泌し、そのと

に枝粒用・ i真珠!暫等を分泌して貝殺を修復する。

このようにピース(外とう膜)J二}立は移植され、またはその他刺激をさをける
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と、すぐに反応して有機質を分泌するに至る。ピースを切ったり、作業に用い

る場合、ピースがこのような性質をもっていることをよく知ったうえで仕事に

当たることが必要ではないかと思う。

ピース作製から核入れに当たっては、以とに記した根本的な事項のほかに

種々気をつけなければならない点があるO 数例をあげるとつぎの通りである。

1) 切り取る部位

2) 淳、擦

の ピースを混らせておくため海水をかけること

4) ピース貝の選び方

5) ピース貝の養成

6) 薬品処理・染色・その他

コド:誌では以上のうち 1~3 についてまとめてみよう。

ピースのとり方

外とう膜の先端部(外とう膜縁) ('"1、内・外・中央の三つのひだにわかれて

いる。このうち、内相IH習は左右組み合わさって、外とう腔の中にはいる海水の

量を調節したりする。そして中央摺の基部外側!には殻Bzを分泌する部分があ

る。また、貝殻稜柱層も外とう膜の先端部近くで作られるという。

ピースを作るとき、通常膜縁部を含めて、いわゆるピース(色)線近くまで

先端部を切りすて、色線を中心にして先端部5に対して内側 5とか 6対 4の割

合で作製する5)。これは殻皮や稜?を層を分泌する部分を除くことが主目的であ

る。また切断にあたっては、実珠層を分泌し得る部分のうちでも、分泌がきか

んでしかも産出される真珠の色もクリームないしはゴーノレド系のものが少ない

傾向のある部分を選ぶという条件が考躍される。それならば、ふだん殻皮層や

稜柱層を分泌している部分一外とう)]莫絞ーを含むピースを使って作業すると、

どんな翼珠ができるであろうか、このことに関しては Kawakami，和町6)の研

究に詳しい。

数字は% ( )内は商品価値あるものの率%

表によると、外とう

膜縁をピースに使った

場合、冥珠層宴珠の出

現主容は37%であるが、

そのうち商品価値のあ

るものはわずか4%で

非常に低い。また、稜

柱層莫珠の出現5容は

表 l 外とう膜縁と通常のピ{スとの成績の比較

(和田1959)

nu 
ハJ
ゐ



28%にも達し、実験群の 0%、通常 1%内外に比べ、きわめて高い。これは、

殻皮・稜柱!習を形成する機能をもっている外とう膜先端部なピースとして用い

たことによるのである。 前述のように、ピース上皮は条件のいかんによって、

冥珠層・稜H層・有機質のいずれをも分泌するに至ることができるのである

が、最初から殻皮や稜柱層を形成することがわかっている部分をピースとして

使うことはできないことがわかる。先端部を充分切り落とすよう j主意してピー

スを作製しても、なおぶんど珠や有機質等のくず珠が形成される場合、原因は

ピースを切りとる音IH立によるものではない。まずこ、ピース切断にあたっては、

このような先端部がまぎれこまないよう討:意することが必要である。

ピースの摩擦

帯状に切りとられた外とう膜片はガーゼーとで粘液がぬぐいとられ、ピース 1茨

とで切断絵形される。蓮尾2)はピース作製の際の摩擦の強さの稗度を

A 通常の方法 : うらはやや強くこすり、おもては粘液を除く程度に軽く

こする O

B おもて、うらともにやや強くこする。

C こすらない。

の3段階にわけ、これらのピースを使って手術を行ない、表 2の結果をふげて

いる。

表 2 きず珠・しみ珠の出現状態

より、 3点きず、しみ小きず、しみ大きずの合計はA61.4%、B70.3%、

C76.4%で、きず珠の出現不は、通常の方法によるものより、まったくこすら

ないものや強くこすったものの方が大きい。また、まったくこすらない Cでも

きず珠の出現率が大きいのは、粘液をぬぐい取らなかったためであるとされて

いる。この試験によっても、ピースを強くこすると、上皮細胞をはぎ落とした

り、組織を大きく傷つける等の刺激を与えるため、ピース上安は翼珠袋になっ

た場合有機質を分泌するような状態、になることがうなづける。

ピースに海水をかけること

アコヤガイは塩分濃度30%くらいの海水中にすんでいるが、環境水の地分濃
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度がかわると、それに従って体液の濃度もかわる。いわゆる変渉透!五性動物で

あるρ そして体液(血液)の塩分組成やその濃度は環境のillJ水のそれと非常に

似ている。このような体法一細胞が没されている液ーをもった貝から切りとっ

たピースには、通常、海水をかけて乾燥しないようにするが、これは、ピースを

乾燥からそJ'る最も合限的な簡単な方法である。こうすることによって、ピース

細胞はあまり乾燥によっていためつけられることなく起に使われるであろ

う。しかし、ピースを切り出してから時間がたって氷分が蒸発すると、ピース

をぬらしている海水の塩分濃度が贈す。その結果、担分が細胞に人り、ピース

の水分は抜き去られる。すなわち、ピースは塩づけにされたような状態とな

り、細胞はいためられ、ドがす;討な14r合l土死ぬ。したがって、ピースのまわりの潟

水が少なくなってきたら、すぐ海水をかけることにつとめたい。めんどうだか

らといって、はじめにピースを沢山切っておいて、乾きかけたら混らせながら

使うということはなるべく避けた方がよいと忠う。

ピースは乾燥や指分濃度の増加ばかりでなく、淡水や低比重海水(淡水のま

じった海水)によっても被害を受ける。これは前記の状態とは逆に環境水の現

分濃度の方が体液のそれよりはるかに低い場合である。 低比重海水の場合につ

いては川本3)、青木1)らの研究に詳しい。表3はピースを淡水に没した場合と

通常の海水に没した場合の真珠の品質をJ七べたものである。

表によると、ピースを淡水に

浸した場合、しら珠の出現不は

24.6%で非常に高い。そして巽

珠層真珠の出現不は41.7%で、

通常の場合の半品分くらいであ

る。結局ピースを淡7JO引受した

場合、商品価値のないしら珠お

よびどくずの合計が58.3%であ

るのに対し、?毎オえをかけた対照{

群ではそれが15.6%である。これによって、ピースに淡水をかけた場合の害が

大きいことがわかる。要するにピースをしめらせる場合、淡水や濃縮された海

水のように、体液とあまりかけ離れた濃度の液をかけることは避けなければな

らない。ピースをしめらせるためには、われわれが使用できる最も安全なもの

表 3 種々なる液にピ{スを浸した結果

(青木1957)

井戸水
塩分濃度 2.69do 

海水
境分濃度32.59&'。

は海水である。

つムnL
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真珠貝寄生虫(ポリキーター〉の

寄生実態調査について

平賀太寿雄

(全真連指導部)

38年度の三重地区における真珠浜揚げ成績は、歩留り低下、粗悪真珠の増加

など当初の期待に民L最忠の事態を示した。この直接原因として「ポリキー

ターJの寄生増加があげらわしている。そしてこの現象は一人三重地区だけでな

く、全国的に広がる傾向にある。このため寄生虫対策の早期樹立が各方面から

要請されているが.そのためには先づ寄生の実態を把握することが必要であ

る。そこで全真連では次の調査を実施することにした。

1.浜揚げ時における調査

浜揚げされた貝殻について、養殖年数別、漁場別に寄生状況を調査する。

2. 挿核前の母貝調査

挿核直前の母貝について、年齢別、漁場別に寄生状況を調査し、(1)の調査

結果と比較検討する。

3. 挿核時における「ハネj貝来の調査

挿核時における「ハネ」貝の殆んどが寄生虫に起因すると考えられるので

その率を調査し、寄生率推移の目安とする。

以上の調査は何れも各地区冥珠漁協に依頼し、継続して行うことになってい

るので関係各位の御協力なお願いしたい。

38年度浜揚時の調査結果について

調査の要領

1.調査対象貝は養殖年数別(挿核後)に、@当年もの、②2年もの、⑨3年

ものに区分し、同一条件で養殖したグループ毎に任意、抽出する。

2.調査貝数は各グループ毎に50貝以上とする。

3. 寄生状況は次により区分する。

①正常 t 寄生が認められないもの。

② 軽 症=吉野生しているが軽微なもの。

-24-



③ 中 症 2 軽症から稿進でいるもの。

④ 重 症 2 貝殻の左右何れか一方の貝殻面積の約%以上の広さに症状が誌、

められるもの。

以上の区分のほか吏に

①進行t 現に寄生しているものO

② 既 往=過去におかされたが1意見雪しているもの。

4. 使用母貝の年齢、購入先、購入年月、施術年月、仕上、il¥i:寒漁場、災害を

受けた場合はその概要などの養殖。

5.調査は 1月末をもって終了しとりまとめた結果は次のとおりである。

調査結果

県別の寄生状況は(第 1表及第 1図)のとおりで、当年もの、 2年ものを通

じ、三重の県内仕 i二げのものが最も'昔f生ヰfが向く又愛媛の彬く一部に根めて寄

生率の高いものがあったのでこれを (B) として区分した。
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三重地区における'iIj'生本の推移を知るため昭和35年度の水試調査資料と比較

すると(第 2表及び第2図)のとおりで特に当年もの L寄生率が高くなってき

ているのが認められる。 2年ものについては余り変化は認められない。

〈第 2表〉 三重県漁場の寄生率推移表

二l-tL主主ザ唱尋相lL:l
iお年度 60 I 40 1 450 11 54! 46 I 450 よる。 I

挿核時における「ハネj民本調査

挿校時における「ハネj貝について英虞湾地区において調査した結果は(第

3表及び第 3閲)のとおりで、昭和36年、 38年に大きく増加していることが認

められる。

何i核直前のほ貝に対する寄生率については日下
(第3表) 挿核ri干における

調査中で、まとまり次第改めて報告する予定であ
ノ、キsl_率表

ァτ ァ ーτJて る。

対策について

寄生虫対策については各方同iで研究されている

が、今のところこれと云った械め乎は見付ーかって

いない。防禦策としては次の 2点に要約されるよ

うである。

①根本策としては、常に冥珠貝を健康な状態にし

ておくこと。

ボリキーターは常に真珠貝に侵入する機会があるわけ』であり、貝が丈夫でさ

えあればこれを耕除することができる。このためには栴殖におちいることの

ないようにし、又低水温や、低比重などによって貝が哀弱した均r合の巨l復策

など貝の養嫡管理?と間意することが肝心である。

⑨ポリキーター駆除作業の実施

既にポリキーターに侵されている貝に対しては食塩水による駆除作業を実施

すること。(実施方法は、会報第45号参照)
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真 珠養殖業者の決算の仕方

伊 原 良 作

(税 現 こと)

最近、急増した中小企業の音色申告者に対して、記帳指導を行なおうという

運動を初める気運が起こってきている税務当局も大童である。

真珠養殖業者は、J1;の害IJに青色申告者は僅少だと聞いて居るが遅かれ速かれ

やらなければなるまい。特に、天災に見舞われた~場合等、欠損を生じやすい業

者である以上、青色中告者にならないとjたして得とは云へない。

事業の決算についても、他物品販売業者と所得計算の仕方が異なる所がある

から、決算の方法を知悉していてほしいし、又完全に自分のものにする様に心

掛け、事前に原始記録及び記!限内存等諸般を検討しなければならないと思料す

る。参考j与に私の考案した各表を研究の材料として例示して置きます。

(会報37号c. 1961年第6巻第1号 49頁参照)

試 算 表

不i

{，皆 方 貸 方

IJ 金 探究 手;f 自 金 額

10.000 {昔 入 金 2.500.000 
350.∞o 仮 3主玄L己 金 560.0∞ 
500.∞o 買 j針 金 750.000 
300.∞o ラ長 ナム 金 850.0∞ 
500.000 事 業 玉 千務 18.000 
30.∞o 価格変動準備金 360.000 
600.000 ブじ 入 金 6.500.000 
200.000 7で~ 上司 金 6.500.000 
600.000 

2.000.000 
1.150.000 
180.000 
70.∞。
60.α00 

3.500.000 
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期首材料

貯蔵品

仕入

材料費

給料

専 従 者 給 糾

消耗品費

通信費

運賃

公相公課

i魚将料

支払利息

販 売 手 数 料

修縫費

光熱費

雑費

歩金

旅費

接 待 交 際 費

事務費

18.038，(lOO 計よ〉、
口

J斗、
Iコ

2，500，∞o 
560，000 
750，0∞ 
850，000 
18，000 
350，∞0 

6，500，∞O 
1，017，660 

l2. 545， 660 

mm 

表

f借昔 入 金

仮 子竺芝 金

貿 j掛止卦| 金

未 払金

事業主{

悩格変重動1主b註準存備金
元入金

三当引 年 手和利iリj読 金

計必x
Eゴ

S，~ 対

10，000 
350，000 
500，000 
300，000 
500，0∞ 
30，000 
600，000 
200，001J 
500，000 

}， 800， 000 
1，000，叩0
150，000 
50，000 
42，500 

4，133，4∞ 
2，364，760 

15，000 

借貸

現 金

預金

出資金

有価証券

売掛金

古u払 費 用

事業主貸

ヒ T也
建 物

船梢

養殖設備

E転車雨運搬兵

イ十器備品

製品

仕掛品

材料

貯 i設品



損益計算

官官之益手リi郊之

国手、↓主買金

6，500，000 金上
士

ク己印，000τ
i
 

仁
jI
 

製言世ハ

360，000 価格変動準備金戻入3，500，000 期首位l f卦占lli

42，300 口
担

見J
非~

元ミ白川2，500，000 辛j材、引日担月

4，133，400 期末仕掛品160，000 入L
iぃ

Frート

2，364，760 料材末期2，500，000 安f~~\ 村

1， 400， 000 料来P

210，000 専従者給料

280，∞o 費仁守
山コ耗、"J丹

15，000 費{言通

60，000 賃j室

15，000 用
水

忠一三府公手足;~\、
日

350，000 学l
Jい阿

久ゴ缶、・Jutし

250，∞o J怠手uナム支

50，000 販売手数料

60，000 費t警{巳E

15，0∞ 費若手1一.It:

50，0∞ 費事1

?β，000 金歩

30，000 資旅

5，000 

3，000 

接待交際費

事務費

|減価償却費|

価格変動準備金繰入 1

500，000 

350，000 

1， 0l7. 660 ~l 年利益金

ペけ

u
q
ベU

13，400，660 訂
A 
仁113，400，問。三ol.L__ 
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原価損益計算

告名之主主

オ」ぺf
 

手Ij官名之損

科

失

問

6，500，000 金
で白

つ己4，378，300 石川崎
川
川原

コビ

ヨ己

360，000 価格変動準備金戻入613，α00 費般

501，040 少とj員害災

350.∞D 価格変革3準備金繰入|

三 L

ロi
L、
仁 1

1. 017. 660 

6，860，000 

当年利主主金

表分西日経費

よ¥

1.400，000 

210，000 

280，000 

15，000 

60.000 

15，∞0 

350，000 

250，000 

50，000 

60，000 

15，000 

50，000 

20，0(10 

30，000 

5，000 

3、c∞
500，000 

般費費接夜

210，000 

1，400，000 

15，α)0 

2日，000

50，0∞ 

30，0∞ 
20，000 

27， 000 

5，000 

3，000 

日

判

判

叫

判

資

質

賃

明

開

制

利

息

料

費

時

民

費

金

費

資

資

費

際

芋J

給

高

司

消

通

運

公

漁

文

駁

修

だ

雑

歩

旅

援

事

減

主
寸f
 

ムj;
f

門
印

者

信
毛

亡
し
斗
ヲ

4
h
v
 

3，000 

280，000 

60，000 

12.000 

350，000 

60，000 

15.000 

20.000 

3.000 

租公

l易

払手Ij

売手数

繕

勢

交

務

償

3.313，000 613，000 

500.000 
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真珠品評会開催

昭京138年度真珠品評会

が各地区に於て、次の綴

!と開催されました。

長崎地区

開催期日と場所

審査会期日

昭和39年2月8円

。 場所

淡林中央金庫長崎支

所

表彰式期円

昭和39年2月14日

グ 場所長崎市中央公公民館

参加資格

長崎県民珠養殖漁業協同組合員

出品点数

長崎地区審査会場

3 8 点

審査委員

長崎県真珠Wr直漁業協同組合役員全員 1 3 名

長崎県水産部次長 小関 i"i 章

国立真珠研究所大村支所長 蓮足立 j萱

長崎県水産試験場調査部長 111 口:ilミ.'75

受賞者一覧

長崎県知事11 6ミリ up

凶彼杵郡亀竹村屯ii1i郷

長崎県知事11 ]0ミリ up

東彼杵郡川棚町新谷郷

賞状~びにカップ

西村真珠~I限会社

賞状並びにカップ

ヰ~llíj~会社八木原瓦珠

-33ー



長崎県知事fr 5ミリ up

北松浦郡瓜1.UIJ !IlJ T ::fxヶ1111

日本真珠振興会長賞 7ミリ up

福l河市渡辺通り

賞状並びにカップ

1議和 道 重

賞状並びにタテ

'~~i蚊真珠株式会社

日本箕珠事業者協会長11・ 7ミリ up f1状並びにタテ

佐世保市上fl{ク沿iUIJ 伊賀崎善街

円本真珠愉[-H力JJ工ttfh同組合長n・ 9ミリ up ，白状並びにタテ

凶彼杵郡西海村丹納郷 岩永 ヒサ

円本真珠輸出組合長賞 6ミリ up 立状並びにタテ

西彼杵郡西海村横瀬郷 沖 田長 吉

念国真珠iif殖漁業Ja同組合連合会長賞

西彼杵郡屯竹村1-t!浦郷

4ミリ uq '1':1'状並びにタテ

西村真珠有限会社

愛媛地区

開催J明日 と場所

審査会期日 昭和39年2月8日

。 場所農林中央金庫松山支所

表彰式期日 nB布]39年2月91:1

。 場所宇和品市公会堂

参加資 絡

愛媛県真l~( ;ff勉漁業協同組合員

出品点 数 4 0 点

審査委員

愛媛翼珠株式会社 1台i山 活火:

大月真珠株式会社 jlJ: 国 岩主主

富士真珠株式会社 横 i頼克

受賞者一位

愛媛県知事抗

7ミリ up 口~)、 並びにタテ
愛媛地区展示会主的

上字平ホ和1η]!山;ゐh訂汁T可市13大il浦l礼沿!日1 1下ζ和J九;ゐb真]沫米μj必迄削J引州ナ列N舶i世直{自付!伴F抹ドL式tヲ会4社

士字r-示和l!山斗市長1抗't 5 ミリup ，[ 

土1と宇二jナ子r和j尚ゐT市有大i計討泊tl州Ii 宇和j品Lゐr)t真:0珠米ヲ技を列納内在.株エ式t会宇社

愛綬県l立1万m珠j;ミヨ徒￥殖波漁!，業1協弱同号相桁Ij合長日 3・4ミリup 'n ~Xsltびにタテ

宇和r:~TI1"大illi 宇和品質珠者描株式会社
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愛媛YHU朱養711I漁業協同組合長引 6ミリ up fI状~~びにタテ

宇和島市大illi 宇和島真珠後勉株式会社

愛媛県民珠枝9'IG漁業協同制|合長1"[ 10ミリ up n状並びにタテ

南宇和郡御雌U~' ~j川 向因。1・之一

ri本真珠振興会会長賞 9ミリup 11状並びにタテ

Ui京都中央区銀位iJt.j 'u;ゴ;哀珠株式会社

円本ñ~ょ事業者協会長n 9ミリuν 賞状並びにタテ

宇和山市大;1日 千和!る真珠後殖株式会社

FI 本真珠愉111 1111工協同利L，^長~n・ 8ミリ up 1'l:状並びにタテ

w京/:Ií中火~:銀~~凶 富士真珠株式会社

円本114努I~I陥出品11.合 8ミリup 'l"l状並びにタテ

宇和II;~市大ìllì 宇和lゐ哀珠行硝株式会社

全国民珠う宅地漁業協同組合迎合会J..U't 8ミリ up 'It状並びにタテ

宇和，I;~rli Ail1i 宇和尚芦珠旋揃株式会社

一重地区

間H住}羽円と J~d所

務究会期n

昭和39年2JHn

// JJ;j所

伊 勢iliJ"C珠会向，

71:'彰式J~j 円

間有139年2月2HI

oμ.ijj1ji 

。;勢市立珠堂、館

参 加1 日 裕

三重113地区内真珠誌がl

漁業協同組合員

1-1_1 口，Lo 皇、f
1_11 口口 λ八 μ人

5 0 1.'1. 

容 そ王委員

全主主llhilj会 長

全冥i1! 'li\'務JlJI ・I~

国立1¥)米研究所

三布 f也 氏実彬式

松尾孟起

1対平 k 衛門

沢田{忠夫

お



受賞 者 一 賢

三重県知事賞 7ミリ up 賞状並びにタテ

伊勢市本町 党回翼珠株式会社

農林中央金庫名古屋支所長賞 7ミリ up 賞状並びにタテ

度会郡南勢町五ケ所 幸田 隆

三重県信用漁業協同組合連合会長賞 3ミリ未満 賞状主主びにタテ

志摩郡大王町船越 有限会社山際真珠

勧業銀行伊勢支信長賞 5ミリ up 賞状並びにタテ

志摩郡志摩町布施間

百五銀行伊勢支自民賞

志摩郡大王町船越

新光真珠株式会社

4ミリ up 賞状並びにタテ

有限会社山際真珠

三重県真珠協同組合連合会長賞 8ミリ up 賞状並びにタテ

東京都中央区銀廃西 富士真珠株式会社

H本真珠振興会長賞 5ミリ up 賞状並びにタテ

志摩郡大王町船越 富士水産有限会社

円本真珠事業者協会長'tt 4ミリ up 賞状並びにタテ

志摩郡大王町船越 富士水産有限会社

日本真珠輸出加工協同組合長賞 6ミリ up 賞状並びにタテ

伊勢市本町 党問哀珠株式会社

日本真珠輸出組合長賞 9ミリ

東京都中央区銀陥商

賞状並びにタテ

富士哀珠株式会社

全国実珠養殖漁業協同組合連合会長賞 6ミリ up 賞状並びにタテ

志摩郡志)#~Inl 布施狂l 新光冥珠株式会社

第13田真珠技術研究会

第13回一員珠技術研究会は夫る 2月24日伊勢市冥珠会館で開催されました。

当日は昭和38年度、三重地I:'{冥珠品評会の入賞品の展示、表彰式も行われま

した。

表彰式の後、松尾副会長の挨、拶で研究会がはじめられた。今回は最近特に問

題になり、皆さんの関心の深いと忠われる実珠貝寄生虫をテーマに、昨年暮母

貝組合が行ったj農場水によるボリキーターの駆除対策の結果の報告、ポリーキ

タ一、セノレカリアについての研究発表等が行なわ?とました。

研究発表の後一般の活発な質疑応答がかわされ、最後に専売公社から取の(1反
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売についての説明があり

ました。

以下、今回のテーマ援

びに講師¥Iは次の通りで

す。

1. 濃塩水による貝殺者f

生虫(ポ リキ ーター)

の駆除について

母貝組合

山口粥 男

2. 施術消貝寄生虫(ポ

リキーター)の浪塩

水による駆除試験について

佐 Jj者 忠男他2名

3. n務i貝寄生虫 {ポ リキータ ー)について

国 fdf ノ'K )，~三郎

4. 立珠貝得生虫 (セノレカ リヤ)について

l主.1 Of J以 lJiJf 次

出席者

国研

三重県立大

三重県水試

和歌山県水試

三重県立水山i

母貝 車Il合

伊勢 rli

磯部II1J

阿児Illj

大王 IIIJ

志 j学 U1J

沢田 保犬

辻井 拍

木村三郎

宮本配HR

北村学臣

JIあ J与一

山下伝一郎

佐践忠、勇

;煽口俊男

谷口 弘

仲谷 武

前田吉エ

田辺 末次

山際定エ門

竹内 間IJ

水本三郎 坂「ihY次

外ruf. 政治

KK  iJi，1説

中付利生

西村初i彦

竹中山久三

松本三郎

機崎二}')-:nI5 

木村 H~ í'r 

山口氏之助 凶村~ít太郎 Ji・ヒ敏夫

I'':;:J稿 努 鈴木正三郎 山1[/奇 L~3f.

須古~'{(級以点珠)

屯列:勲(1LI勝真珠)

富田 ';&~昭

円
，
a

内

4
u



~~出1fIj' 礎自~J i台(御木本主珠)

南勢町 村田忠也 大知I 真男 田中庸一 竹i付富郎

村18 忠一 山本保司 大谷俊m 村田晃広

西!寸幸吉(神原漁業青年部)橘川 勝司 川l下 ii'j 

楠川義孝 幸回 降

商品 R1J 浜地伝次郎 浜地芳夫 浜地民夫 [LI)II F務

tlJ川禎己 下村明iE 浜田善彦 序 生

橋本 1支 [j1_中右対t 奥村武美 ド 村 仁 文

潟〆 弘光 山本茂毅 梅谷安減 橋本忠明

田中成三 ![!f-村

再三 J、H 納登 }jlf，昨 植村 広 筒j+紀雄 j兵口 勝美

j兵n iF 

和 歌 IlJ県 小11I 防(白浜区.f}k) 福J込菊夫 :ïE木和三~t

中型J' 益男 石野政古 中島 J:E吉
点ん弘弐 !円E、L 間仁lr ー犬(愛媛真珠漁協)

長崎県 iu夫(丸J，1;iJ // 

ユ の他 ノj、53 武夫(日本レジチン)

専売公社 2名

研究討 i治

問 =36年度 !1i".何日に37if10月賢出派、jJ~rj で好q夜、宿泊に j\立寒し38ij二 12 月賢 j誌で浜

拐け、したが、発fiのよいノ¥ナ貝には7ザ生虫は希れであったが、その原因は?

~(水木技官)=発 ffのよい貝はボリキーターが侵入しても出い出してしまうか

t_) J;gい貝ば排除ペ「ることがI:¥riしい。

(fjあ[立貝キ1I全長)ニ寄生本が、大きいF:I:貝に少なく、小さい貝に多いのは全国

(1ヲに共通した1事実である。

間立主成、只の越冬について、水槽でも水ifiを80

C以]二に保てばj越冬できるか、

スアゴヤ貝に必誌なブランクトンの生育水温は何度か?

芥(j上I!三重大講師li) ノ1<.，憾による実験では飼料をJ与えず 2ヶ月間生存した例が

ある餌料を与えればもっと長く生きるものと考えられるから水槽による越

冬は可能である。

(木村技師)=現在試験的ではあるが、 iflh与を水槽で養殖している、技術が発

達すれば立問、貝の水捕による越冬も可能である。

(イギ際忠男r氏) ブランクトンの生tTには余り水温の関係を考えなくてもよい
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が、真珠貝の水槽による越冬!-;!:現在ではw採がとれない。

問=本年度波切、-v:有t地区など湾奥部の漁似ではジラ珠が多く tHたがその原因

は何か?

答=ピース貝の涙弱に起附した 「制)]包j(í 姥9~によるものと忠われる。

問=市販されている 、真珠施術用薬斉IJの純類別の効果について?

答(辻井三重大講師)ー使用する貝、その他条件が異なっているから一概!とは云

えない。

(木村扶師)ー弱っている貝に使用した川合、効果!-;!:問者にあらわれるように

思う。

問=寄生虫 (ポリキーター)の食海水による駆除を行ったW，合、1:-1珠に対する

影宇中はどうか?

答(佐藤忠勇氏)=当年ものについては、食出水による駅除を行ったもののプjが

「まき」も よい と云う結果がでた。作制については今後史に検討した l二で

発表したい。

対馬地区真珠技術研究会

対馬真珠縫合i直漁業協同組合と本会とのんflHによる i:nJ41口I~'!;珠扶術 f~f究会は

4月3円、対馬、美津山11守役均 2階会議室で問flHした。当日{主義組作業も飴り

出した忙しいi時期でもあ

り、又生憎の雨天にもか

かわらず、満員の盛況さ

でした。

斎藤対応真珠漁協長の

挨拶l乙次いで、美津応町

長酒井f!?氏、長崎県対応

支庁水産商工謀長辻一三

氏、一長崎県議会議員岩佐

iN氏の米賓拶挨があり 、

続いて下記のように各消

師の方々から説明sltびに

研究発表があり最後に百号

機真珠漁協長の司会で質

. 
>. 

¥ 

疑応答がかわされ . 午後 5 11寺30分盛会 ~I!.l乙終了した。
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テーマ及び講師

1.冥珠の と輸出つ現況について

2. 三重地区の;真珠ぎを嬬の現況

3.研究発表

①真珠貝寄生虫について

⑧ ドj貝の仕なについて

③挿核の諸問題について

4.質疑応答(斎藤組合長司会)

問ニ養殖真珠の将米如何?

水産庁 谷口技官

全翼連 平賀郡長

悶研水本校宵

国研大村 rJr 口技官

国研大村 j!草尾支所長

答(平賀)=大いに有望、 11'1.し良質真珠を作ること。

問 z 母貝イ'1¥"[の月別、所要日数について?

符(浜口)=4-5月に揮核のものは11月避寒の時に準備する。

4月。

7月以降 。
無現をしないこと。

4月に仕立、 50日-60S

仕立期間は40日程度とし 9月以降の仕立は

問=脊先き使用するほ貝に卵が抜けきっていないものがあるが、それをその

ま:".(堤mしてよい治ミ?

答(LiJ口)=冬期の管理を完全にして、そう云うことのないようにすべきだ。

問ょ挿核の際「足」が怒くなっている貝があるが、これは仕立に装闘するも

のか?

答(水本)=パクテリヤによる病警の際そう云うことが起る場合もあるが‘は

っきりしf、こことは分らない。

問ェ降雨によりむ昔、1坊が淡水化した場合、貝の生現状態を平常にもどすにはど

うすればよいか?

答(lLI口)ニ淡水の影響のない沖合、或いは深吊などして適比重(1ま貝20-25)

の処へ移動させること。(民貝13以下危険) (くろ貝15以下危険)

問コピースの裳表によって宴珠の色が変るか?

符(蓮尾)=ピースの表(介数に接する方)が、核にくっつくようにしなけれ

ばいけない。哀をくっつけてはいけない。
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問 z タト表)撲にI斗色の班点がある場合使用してもよいか?

答 (7]¥.本)コ病害の一種で、ゴペボーダーの寄生によるもので使用して支障は

ないがそのような貝は衰弱しているから、そういう政由でさけた方がよ

L、。

間エ浅吊り、 i菜市りの得失如何?

答(蓮尾)ェ試験の結果では色、巻き、その他売は認められない。各百号、場毎に

異なるものと思う。適水i協を求める;意味で浅吊り、 i深3架モ吊り宅をど巧考牟えナたこら、
適水j温民1臼30C-2幻70C 最

問 f苛貝の仕立中誌を水ぽiに 1'，げるとmJをはくのはどういうわけか?

答 (dJ 日)ニ夏は表面の 7]\.ìKl'tが高い。 7]\./伝~tzf~による WIJ戟と思う。

間二ピン玉筏と竹筏と動揺のii:はどうか、又真珠に与える発はどうかつ

答(耳ヘ賀)コピン玉筏の方が動揺は少ない。又ビンJSと竹筏とで貰珠品質にff

があると云う附は聞いていない。

間ニ対潟では、セノレカリヤの i;fli容が心配される、エパがいなければ安心して

よいカミ?

答(水本)ニ対馬の漁土水通しもよく、ポリキーターの心配はないように思

う。セノレカソヤについては秋~冬の時期にエパがiln内にいなければ、一

応心配はない。問題はエパの存イEがきめてになる。

(ヱパ、その他寄生虫の幻灯を)

斎組合長より全冥述へ要思

経営指導にもカを入れてほしい。特に安タ[I~簿記の指導をしてほてい。

者

洲-)( i 兵 III奇 fl8~íi; 犬せ:花~l} [LIJ II:=: 小Jli l[ 

小f:Fl sdIs}; 波多野梅次郎 iP.江茂Wr門 FliJ比留秀吉 波間 重宝、

JII口 正孝 波 間修1¥E 波間違美 向上h留千代子津原和義

i草原千徹 計上原 主主 i宇 ノj、J4富美人 池本友:治 自~LU 義美

原町 弘美 )反問 久野 平11 "判長 内外: 甫 !"J井志:彦

児島 康之 Jt~雄繁樹 小日3 早計f 小田 修 戸江義明

宮本房英 篤弘 関 義則 木村義孝 上七回 勝恵

梅lj!j' 敏主i コミF畏 表佐 }青 長mJ 忠一 3:1'-)1二光幸

檎n( 政手Ij 山田秀美 御手洗忠実 御手洗久義 阿比留初実

3:rれ; 道愛 坂本一吉 前田憲一郎 橘 悟常 民郷義光

佐伯引佐司 佐藤義国 JIII崎俊夫 !LIIコ 正義 佐伯 爵

御手洗秀行 長11I] 投吉 平江正人 国分弘道 3:f LII二二三子
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平井敬;む 平I!J紀代子- 向上七留広紀 中「長 会泣 iE

犬東 和1コド 戸付岡IJ郎 Jモ~Jヨ代μコζ Ifiî~lf 健二 手江光夫

平ILI 一馬 波多聖子伝之 中屋 降 原白邦犬 犬京源太郎

ぬ土佐 勇男 大L[ J j長夫 リ、回 式!lf:i 仏:イ白 /f& 111苅

f] 高 j~~)三 HIB日ずJ 問中 助 平江 平i工

司乙よ仁 労 武 平江茂八 平j工政斗 E:l1苛光義

平)毛賀大 中村和男 犬束 犬来 1113;た 党

幾度 弛 |て[J来 主主地 博文 浜 IH1Jト三男 -:~地敏彦

村瀬虫 1~太 犬東 大 前 政 ラj 米II! 良男 美男

日，7fij r~IJ 5J 円高政義 件rJ.ltWi ~会 j会終 末 雄 柴原忠次

犬東 l~r点 犬来信美 犬東 関 四郎

斎藤昭一 L注射t 喜助

つJ
白

瓜
μ句
4



jj養殖場めぐり!

石川県七尾湾の真珠養殖開発について

全真連指導部

昨年の英成法潟、坊における民珠のけま散々なもので Lた。伊勢山台風

やチリ地震津波の災害以主の減収であったと云われています。殊に英!員法潟、:t~;j干

にのみ依存し、主として 4~6 ミリ珠吉村引出している比較的小規僕な人達への

、特にきびしかったようです。

全l当述でもこの対策について色々枚討を逃めていましたが、原[7，[のーっと

えられる密ダ!査を綾和するために、 Jヨミの集団的な !lll~ 1:[-¥をiメiることとし、転!t¥YL:に

ついては日本立J~と事業者協会長 [11本勝氏の移IJ提案により、石川県七尾jiうについ

て交渉な進めることにしました。幸い石川県でも昭和40年度より実施されるわ

岸漁業構造改善事業の咋{として戸ヒ尾i/I~の開発言ど計画中でしたので話は順調に

進み、去る 4月231C
[承認を得ることができました。これは水産rrおよび三重県

庁の強力な御支控があったことにもよるものと忠われます。

これよりさき、全主連では七尾山liH発についての基本的な方針について 4月

14日間僚の引事会で寄Iifiし、凡そ次のように決定しました。

(趣 !，:;:."¥ 

日ノ

おける ~~1珠弘、の開発な ~I り、併せて三重県漁場の干初出を緩和 L て

烹珠の品買向 1:を|ヌ!るために全主連が主体となって、次のような構想で開発を

行う。

〈構想〉

1.七尾湾の開発と関連して三重県漁場の密殖緩和という業界多年の悲願実現

を企関しているので、個人の抜けがけ的な転出は排除し、水産庁、石川、

三重岡県の指導監督のもとに地元単協と緊密に連繋をとり、全翼連が主導

者となって秩序ある開発(集団転出)を図る。

2. ~fL、出漁場での義殖の損主主計算は個人別にするが、操業については各人が
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個々に行うことなく、以人スl土数十人の単位にまとめ能率的に行う。これ

等の総括的な実施休市IJとvて会社或はサ{合などの設立について今後検討す

る。

3. 転11:後の三重県漁J*bでの長殖については'点、嫡の緩和を¥'B!ると云う!極向から

転出した分だけは地元単協の指示に従い、必ず桁少する 0

4. liiJ 3写(を底力行する忠、志がないと認められる者の五参加はこれをAし志しないこ

ととする 0

5. 39年度は全頁:己主の資刊で試験険業主ど行い、そのf山県会見-;~:.J二で40年度から

本格的な開発を行う。

全主連では前記の方針に]ιづいてじ!むな開発のための現地調査、並乙てに試験

実施することとなったので、以下その慨況をお知らせすることにしま

す。

七尾湾の概況

七 尾

f 

rん .......1
..... 

j零

災試験筏浮設位置

10 15 20_ 

七尾湾は北湾、西湾、南湾の三つに分れ、その広さは北i;"J83.6km2で英虞湾

の3.5倍、問符30.0km2で1.4倍、市汚40.8km2で1.7倍である。今度の開発は一

応北潟を対象としました。 lKil1iおよび比重については別表のとおりで、 lKi量は
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J:I:; L有光きの 1: 工1Jël 秤遅れる。ス ~n引の;日 irr\.( 土 30
0

Cな

ようなことはないようである。 ド降d時期]vllll:、T英虞 ?;~I} と同校である。

1月-311にかけてのよ最低水jMは8
0

C 1午、 1'.になることがあり、、長{の越冬

~'ìIMI しいようである。

七尾湾の海j兄表

①水温

北湾と英虞湾との月別水j日表
ι乙

30 

，..-ー ーー・、
外之、

停一一ー』失潟高

一一一一一北 浦

型6

¥ 
¥ 
冶
、
、、、¥

@ 

、
、

25 

20 ， 
tli ， 

J" ， 

15 ， ， 、、、.
p 

a、一一ー_..ぎ
10 1-

g弘、、、~ .... 

三日

i
、

1
 

1
 

0
 

1
 



比重は笑!呉j汚にfヒベ全般的に高く 24.00-26.00を;"f;L、:H 7J~rf、?においても貫

殊貝に野の:1\るようなff\:比重出現の沢 ~l け、ない。

汐の干元;iの;¥'(土少なく )11通30cm科!立て、京大!日ににおいても80cmを泌えるような

ことはない。

①日; (C1司令〉

台風による被害も少なく、現在までのところが勢湾台風による軽微な被害の

ほかは災害を受けていない。これは出のJLj囲がj[Jで固まれていることと、台風

も本州首ピ横断して日本海(CLI¥る頃Iこは相当勢力も哀えているためと忠、われる。

0 七尾湾における真珠養殖の現状

じ尾湾においては戦前御木本烹]米会社7J'j'(;Jくにおいてしていた。又昭和

26~30年頃、玄I朱母貝不足の際にじ足の干WH;ö:キII'''"! 1五三重?と移入されたこ

とを記憶されている方も多いと思う。真珠ヲミý~iについては昭平1132年から北湾の

穴水(新崎)で 1 人、íZ:'Î序:で 1 人、計 2 人が経蛍しているがサイズは 4~5 ミ

リが主体で作業貝数も 2人で18万民程度を:1¥ず成総も余りよくないため、三重

の校術とほ貝による七尾湾の開発を望んでいる。

0七尾湾におりる他種漁業の状況

真珠革委殖に関係があると思われる漁業は

①カキ養殖

簡易;理下式恭子!古でf年月[1億円を下らず七尾湾で最-も重要なものであるが、
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② 

(支)

④ 

⑥ 

⑥ 

その主安打昔、場は川内此U' !/~'::l-í'- J "-" 

殖方法が簡易ITt下式であるため洋近くの;j，深 41n以

とは泊:接的i;r関係は生じないものとdillオつれる。

も行われているが、~ミニ

ごされる 7三め

小型j定位 漁業

?;~J 口 !ífJili:に来住1;1;1，を目的と Li二ノj 、-Ji;IJ.'Tと されているから、 この間

;止での主主11主勉l玄関:'Yfrで、ありスけた方がよい。

ナ 一才 コi魚、業

じ!毛況は有名なナマコの lild'tもで土 r日目されは下日!?となっ

ているが、むif，dl1Jが12FJド旬以降(北j芯が一号遅い)になっているため円Jtだ

との調快もスムースに行くものと :~.~5' えられる。

アコヤ民 ii{r業

i/~~ の i{}岸全体に天然I，í~ のアコヤよ三主将1Iが設定されているから、

実施の場合、脱落した箆のJ合い[:げブよどについては事前に地ic浪合の了

得るなどの配慮が必要と忠われる。

タ っ，zii百n、業

(lf-6 Jri;J辺のでタゴ~rfiU魚、業が行オつれているのでこの

i¥出ナる必誌がある。

その他

での

以とのほか、ナザエ、テングサ、モス守クなどの漁業権があるが点珠代鋪と

は直接関係はないものと忠われる。ス最近海の悼{守存在ぷ?として研究が進め

られているようであるが、これもが岸Ji.í:くであるため、 í5~J未完殖には余

り関係しないものと思われる。

o ag年度真珠養殖開発試験計画

39年度実施の試験養殖は石川県知事から午r点連託 を'xけてだ施するもの

で、試験の具体的な方法については前記の海況などもニ与え次のような方針で計

i画した。

① サイズ 5mm'1:主体とした l

方I!iも考える)

いて行う。 (別途一部!I~冬試験の突

② 

@ 

④ 

七尾湾潟、均開発の趣旨からして現地挿核に重点なおき、一万三重u魚、均での

施術貝の移鑓試験も行う。

る試験養殖ではなく経宮試験を行う。

所嬰 fB:貝は三重から陸送する。(所~時間、賢岳~凶岸、 12時間)
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⑥ 越冬できる良質ドf貝な得るた と との交配陥の研究を進め
マ
00  

⑥ 試験結果については公表する。

以 1:の方針ーを法慌に次のように実施することになった。

重押核 試 験

サイズコ原核4.8ミリ(1.6)-5. 4ミリ(1.8) 

人 数 ェ 1介につき 2個人

(5 H…"'30，000介(三重H:u:)
挿核l時期J I 

イ6 fJ ...回一70，000介)

及び只をJ. I ~ n ~ ̂  ^̂  ̂̂  ( (現地イ1:ウJ
17月……50，000介)

150，000介

~ 11 J: 日よ 験

サ イ ズ = 企 l: 

移拙[J判明及び貝liJ:= 5月ドlrij-6月…"'100，00Ofi

花台数

竹筏 93台、 I台801'言、 2，700民収容 (8flをもって1単位)

(作業芯地……10台(木枠筏)
基地筏 i 

(前進基地一… 5台( // ) 

現地責任者

志摩郡阿児町制万 四足百哉氏(腕方.H[生 漁協員)

作業基地 能{，-t:I臼Il1J曲 1)

前進法士山 中j斗m]"凶ii'

結果については12月浜防げ終了後、品PI'別浜f易量、歩間り、経7r
の収支状況など公lえすることになっている。じ開発のためにも又三重県潟、

坊の密柏市芝和のためにも是非成功してほしいものです。

最後にこの開発試験実施について特別なみ'[1配慮を賜った石川県庁並びに経済

的な御岐助を賜っている。 lI1 fJれそ珠社長山本勝氏、終飴御Ibh力ドさっている能

主主山のれ漁協、穴水沌漁協、能登，1，'6ITIJに対しL、から誠意を表する次第です。
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。皆様のお手元に第3巻・第 1号をお送りいた

します0

0三校史明・六百立候彦・長谷川進氏のもL17二におけーる多r:'kGiの :f;r~l:.

状況及びその駆除方法について、の研究論文の会総Hu椛が遅れま

したことをお花びいたします。

中核技術研究会の講師として対応、民lli奇と廻られた浜 fJI¥々 千氏

指導部の室へ米られて「押核T下i号室でタパコを吸う人がたくさん

いるのに驚いた」とこぼしていました。気を付けてドさいo

全国喪珠漁協の販売部長であり、現在民球主他業専門の税

J浬士として活躍しておられる伊原氏に決拝の模範{刊を表示しても

らいました。参考にして下さい。
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